
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
校
だ
よ
り 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日
発
行 

 

発
行
者 

蒲
原
中
学
校 

    
  

 

校
長  

保 

坂 

朗 
 

電 

話 三
六
〇
五
―
八
三
三
五 

足
立
区
立
蒲
原
中
学
校 

 

こ
の
一
年 

 
 
 
 
 
 

 
 

校
長 

 
保 

坂 
 

朗 

 

忘
れ
得
ぬ
平
成
二
十
三
年
も
あ
と
ひ
と
月

と
な
り
ま
し
た
。 

 

あ
の
三
月
十
一
日
の
未
曾
有
の
大
震
災
は

大
き
な
傷
跡
と
と
も
に
、
私
た
ち
に
多
く
の

教
訓
を
残
し
ま
し
た
。 

 

身
の
毛
が
よ
だ
つ
よ
う
な
津
波
の
恐
怖
。 

 

あ
ま
り
に
も
多
く
の
尊
い
生
命
が
一
瞬
に

し
て
奪
わ
れ
た
こ
と
の
理
不
尽
さ
。 

 

原
子
力
発
電
所
周
辺
の
放
射
能
と
い
う
目

に
見
え
な
い
汚
染
の
被
害
。 

 

こ
う
し
た
直
接
的
な
被
害
や
影
響
だ
け
で

な
く
、こ
の
東
京
で
も
色
々
な
こ
と
を
考
え
、

生
活
を
見
直
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
震
災
後
、
電
力
事
情
は
逼
迫
し
、

私
が
住
む
町
は
計
画
停
電
の
区
域
に
入
り
、

何
度
か
真
っ
暗
な
中
で
生
活
し
ま
し
た
。 

街
じ
ゅ
う
の
電
気
が
消
え
、
家
に
帰
っ
て

も
電
気
代
わ
り
に
ろ
う
そ
く
を
灯
し
、
懐
中

電
灯
を
頼
り
に
手
探
り
で
行
動
す
る
生
活
。 

電
気
ス
ト
ー
ブ
は
も
ち
ろ
ん
使
え
ず
、
灯

油
も
不
足
が
ち
な
の
で
、
厚
着
を
し
て
毛
布

を
か
ぶ
っ
て
の
生
活
で
し
た
。 

し
か
し
、
そ
ん
な
生
活
だ
か
ら
こ
そ
、
手

に
入
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

家
族
の
団
ら
ん
で
す
。 

ロ
ウ
ソ
ク
や
キ
ャ
ン
プ
で
使
っ
た
ラ
ン 

た
ち
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

ど
う
ぞ
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
良
い
年

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

[

人
権
学
習
週
間]

 

十
一
月
七
日
（
月
）
～
十
二
日
（
土
） 

今
回
は
学
習
テ
ー
マ
に
「
様
々
な
人
権

問
題
」
と
い
う
こ
と
を
設
定
し
ま
し
た
。 

○
取
り
組
み 

・
校
長
の
朝
礼
講
話 

・
人
権
に
関
す
る
朝
読
書
の
実
施 

・
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
の
実
施 

・
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」
の
実
施 

・
全
校
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
い
じ
め
」

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施 

○
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」 

十
一
月
十
二
日
（
土
） 

 

警
視
庁
と
本
校
が
連
携
し
、
こ
の
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

平
成
八
年
に
忌
ま
わ
し
い
事
件
で
娘

さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
小
林
賢
二
さ
ん
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。 

  

タ
ン
を
持
ち
出
し
、
そ
の
心
細
げ
な
明
か
り 

を
囲
み
、
食
事
時
も
な
る
べ
く
小
さ
な
輪
に

な
っ
て
、
顔
を
寄
せ
合
い
、
食
べ
物
を
分
け

あ
っ
た
り
、
箸
を
つ
つ
い
た
り
…
。 

テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
子
ど
も
が

小
さ
い
頃
よ
く
遊
ん
だ
、
薄
暗
く
て
も
で
き

る
ゲ
ー
ム
も
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ゲ
ー
ム

の
合
間
に
家
族
で
話
も
弾
み
ま
し
た
。 

「
テ
レ
ビ
が
な
い
の
も
い
い
ね
」 

そ
ん
な
こ
と
を
誰
と
も
な
く
、
言
い
出
し

ま
し
た
。 

そ
れ
は
今
ま
で
に
な
か
っ
た
経
験
で
す
。 

「
家
族
の
き
ず
な
」
と
い
う
も
の
を
、
実

感
さ
せ
て
く
れ
た
瞬
間
で
す
。 

被
災
地
の
方
々
は
、
そ
れ
こ
そ
も
っ
と
も

っ
と
重
い
部
分
で
、
こ
の
震
災
に
直
面
し
、

涙
し
、
悲
嘆
に
暮
れ
た
日
々
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
今
な
お
悲
し
み
も
癒
え
ず
、

不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
私
た
ち
は
、
報
道
な
ど
で
知
っ
て
い
ま

す
。 こ

の
震
災
後
、
被
災
地
だ
け
で
な
く
全
国

各
地
で
人
と
人
の
結
び
つ
き
や
つ
な
が
り
、

き
ず
な
が
こ
の
震
災
を
乗
り
越
え
て
い
く
キ

ー
ワ
ー
ド
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。 

こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
末
、
年
始
は
家
族
の

き
ず
な
を
再
確
認
す
る
良
い
機
会
で
す
。 

大
震
災
の
あ
っ
た
こ
の
一
年
を
、
そ
う
い 

う
意
味
で
振
り
返
っ
て
み
る
の
も
、
子
ど
も 

 

 

困
っ
た
と
き
の
相
談
は
［
い
じ
め
、
悩
み
等
］ 

●
24
時
間
受
付 

東
京
都
い
じ
め
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

 
 
 

０
３
・
５
８
０
０
・
８
２
８
８ 

●
足
立
区
い
じ
め
一
一
〇
番
（
月
～
金
8:

30
～
17:

00
） 

 

０
３
・
３
８
８
０
・
５
５
７
７ 

●
足
立
区
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
（
月
～
金
9:

00
～
18:

00
） 

０
３
・
３
８
５
２
・
７
８
３
０ 

○
生
徒
の
感
想 

 
 
 
 

三
年
女
子
生
徒 

 

私
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
誰
か
と
け
ん
か

し
た
ら
、
謝
れ
ば
い
い
。
誰
か
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
弁
償
す
れ
ば
い
い
。
け
れ
ど
、

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
誰
か
の
命
は
謝
っ
て

も
、
お
金
を
出
し
て
も
、
も
う
二
度
と
手
に
入

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。 

 

残
さ
れ
た
遺
族
の
方
た
ち
の
気
持
ち
や
心
の

傷
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
毎
日
が
悲
し
く
、
虚
し

く
、
心
に
は
一
生
癒
え
る
こ
と
の
な
い
傷
と
共

に
、
誰
か
を
疑
い
、
憎
み
な
が
ら
生
き
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
私
は
、
そ
れ
ほ

ど
つ
ら
い
人
生
を
歩
ん
で
い
け
る
自
信
も
あ
り

ま
せ
ん
し
、
そ
の
つ
ら
さ
に
耐
え
て
い
く
こ
と

も
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
も
今
回
、
小
林
さ
ん
は
蒲
原
中
学
校

に
来
て
く
だ
さ
り
、
事
件
の
内
容
と
命
の
尊
さ

を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
き
っ
と
、
本
当

に
つ
ら
い
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
我
が
娘
を
失
っ
た
苦
し
み
を
、
あ
ん
な
に
大

勢
の
前
で
話
す
小
林
さ
ん
は
、
本
当
に
強
い
方

だ
と
思
い
、
ま
た
そ
こ
に
家
族
の
愛
を
感
じ
ま

し
た
。 

 

今
回
の
講
演
を
聞
い
て
、
自
分
の
命
、
他
人

の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
、
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
鼓
動
が
聞
こ

え
る
と
い
う
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
事
件
の
犯
人
が
、
一
刻
で
も
早
く
見

つ
か
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

    

 

～小林さんの講演～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[

職
場
体
験
発
表
会]

 

十
一
月
二
十
八
日
（
月
） 

 

一
年
生
と
二
年
生
が
合
同
で
、
職
場
体
験

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は

蒲
原
中
学
校
で
は
新
し
い
試
み
で
、
二
年
生

の
学
級
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
と
運

営
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

二
年
生
の
代
表
生
徒
が
、
職
場
体
験
で
の

仕
事
の
内
容
や
仕
事
の
大
変
さ
、
そ
の
仕
事

に
必
要
な
資
格
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と

め
、
一
年
生
を
前
に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
職
場
の
方
た
ち
と
の
接
し
方
に
つ
い

て
、
服
装
や
挨
拶
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
寸

劇
を
通
し
て
伝 

え
る
な
ど
、
工 

夫
し
た
点
も
あ 

り
ま
し
た
。 

蒲
原
中
学
校 

を
こ
れ
か
ら
背 

負
っ
て
い
こ
う 

と
す
る
二
年
生 

の
意
思
が
感
じ 

ら
れ
た
発
表
会 

と
な
り
ま
し
た
。 

 [

部
活
動
の
記
録]

  

○
陸
上
部 

・
愛
国
学
園
招
待
リ
レ
ー 

第
三
位 

○
卓
球
部 

区
秋
季
大
会 

・
男
子
団
体
戦 

第
二
位 

・
男
子
個
人
戦 

第
三
位 

村
上 

航
悠 

 
 
 
 
 
 
 

第
九
位 

早
川 

哲
平 

・
女
子
団
体
戦 

優 

勝 

・
女
子
個
人
戦 

第
三
位 

原
田
美
紗
江 

[
薬
物
乱
用
防
止
教
室]

 

十
一
月
二
十
四
日
（
木
） 

 

学
校
薬
剤
師
の
坂
本
先
生
を
お
招
き

し
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

「
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
く
」
、
「
疲
れ
が
と

れ
る
」
、
「
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
る
」
な

ど
、
薬
物
乱
用
へ
の
誘
惑
は
心
の
す
き
ま

に
入
り
込
む
の
で
、「
正
し
い
知
識
」
と
「
断

る
勇
気
が
」
必
要
で
あ
る
こ
と
を
ビ
デ
オ

の
視
聴
や
講
話
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

○
生
徒
の
感
想 

 
 

二
年
男
子
生
徒 

今
日
の
お
話
を
聞
い
て
、
薬
物
の
恐
ろ

し
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
怖
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、「
ス
ピ

ー
ド
」
や
「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」
と
い
う
よ

う
に
名
前
を
変
え
て
売
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
甘
い
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
、

中
毒
に
な
る
と
次
に
は
高
い
お
金
で
売
り

つ
け
ら
れ
る
と
い
う
手
口
も
恐
ろ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
僕
は
、
今
日
の
お
話
を
聞

い
て
、
薬
物
に
絶
対
手
を
出
し
た
く
な
い

と
思
い
ま
し
た 

        

[

連
合
駅
伝
大
会]

 

十
一
月
十
日
（
木
） 

舎
人
公
園
陸
上
競
技
場 

○
男
子
十
八
位 

選
手 

二
年 

小
俣 

裕
碁
、
加
藤 

冴
基 

中
澤 

 

涼 

三
年 

村
上 

裕
介
、
春
日 

法
大 

白
須 

一
馬 

○
女
子 

 

六
位 

選
手 

一
年 

別
府 

里
奈 

二
年 

加
藤 

邑
梨
、
野
原 

由
樹 

三
年 

枝
吉 

 

綾
、
齋
藤 

彩
花 

[

東
京
駅
伝
足
立
区
代
表
生
徒]

 
 

区
連
合
駅
伝
大
会
の
結
果
か
ら
、
本
校
よ
り
次

の
四
名
の
生
徒
が
、
足
立
区
の
代
表
チ
ー
ム
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。 

・
代
表
選
手 

男
子 

加
藤 

冴
基 

中
澤 

 

涼 

 
 

 

女
子 

加
藤 

邑
梨 

野
原 

由
樹 

 

こ
の
東
京
駅
伝
大
会
は
、
各
区
市
町
村
が
代
表

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
参
加
し
ま
す
。 

今
年
度
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日
（
祝
）

に
、
調
布
市
の
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
を
中
央
会
場

と
し
た
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

[

十
二
月
の
主
な
予
定]

 

１
日
（
木
）
専
門
委
員
会 

２
日
（
金
）
学
習
展
示
発
表
会
準
備 

３
日
（
土
）
土
曜
ス
ク
ー
ル 

５
日
（
月
）
全
校
朝
礼 

 
 
 
 
 
 

学
習
展
示
発
表
会
（
始
） 

６
日
（
火
）
三
者
面
談
期
間
（
始
） 

７
日
（
水
）
学
習
展
示
発
表
会 

三
者
面
談 

８
日
（
木
） 

学
習
展
示
発
表
会 

 
 
 
 
 
 

三
者
面
談 

９
日
（
金
） 

学
習
展
示
発
表
会 

 
 
 
 
 
 

三
者
面
談 

10
日
（
土
）
土
曜
授
業
日 

 
 
 
 
 
 

安
全
指
導
日 

12
日
（
月
）
学
年
朝
礼 

 
 
 
 
 
 

三
者
面
談
期
間
（
終
） 

13
日
（
火
）
中
央
委
員
会 

16
日
（
金
）
ス
ペ
リ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト 

学
習
展
示
発
表
会
（
終
） 

19
日
（
月
）
生
徒
会
朝
礼 

 
 
 
 
 
 

避
難
訓
練 

20
日
（
火
）
三
年
面
接
練
習 

21
日
（
水
）
大
掃
除 

22
日
（
木
）
全
校
集
会 

11:

40
～ 

 
 
 
 
 
 

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
東
和
交
流
活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
生
徒
会
主
催
） 

26
日
（
月
）
冬
季
休
業
（
始
） 

28
日
（
水
）
学
校
閉
庁
期
間
（
始
） 

（
一
月
四
日
ま
で
） 

[

一
月
当
初
の
予
定]

 

４
日
（
水
）
学
校
閉
庁
期
間
（
終
） 

７
日
（
土
）
冬
季
休
業
（
終
） 

10
日
（
火
）
全
校
集
会 

８:

30
～ 

14
日
（
土
）
土
曜
授
業
日 

 
 
 
 
 
 

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室 

○
十
二
月
の
土
曜
授
業 

・
日
時 
十
二
月
十
日
（
土
） 

 
 
 
   

午
前
八
時
五
十
分
～ 十

一
時
四
十
分 

○
一
月
の
土
曜
授
業 

・
日
時 

一
月
十
四
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
前
八
時
五
十
分
～ 十

一
時
四
十
分 

 

～学校薬剤師の坂本先生のお話～ 

 

～代表生徒による職場体験発表～ 


